




つどいの広場ほっぺも３年目を迎えまし

た。開設当初やっと首がすわったばかりだ

った男の子が、畑で一緒に見よう見まねで

じゃがいも植えを手伝ってくれるまでにな

りました。

子どもたちの成長を間近で見ることができ

るのは大きな幸せです。乳幼児とその家族

のための居場所であるほっぺからはみんな

やがて巣立っていきます。でも、大人も子

どももその先それぞれの場で成長していく

ことを楽しみにしています。

ほっぺは利用者のみんなと一緒に作って

いく場でありたいと思っています。年間計

画はもちろん立てていますが、日々の主に

お母さんたちとのやりとりのなかで、お母

さんたちが今必要としているものを聞き取

り感じ取り、必要に応じて変えていくよう

にしています。計画は立てすぎないことも

大切というのが２年間の実感です。お母さ

ん自身が得意なこと、好きなことを生かす

場もできるだけ作っていこうとしています。

柔軟な対応をとれるところが何といっても

���法人の強みです。

２７年度は１年間で２４２日、１９１３

組がほっぺを訪れました。大人、子ども合

わせると３９９２人になります。３年で利

用者が１万人を超えると思うと、小さな積

み重ねも大きなものとなるのだなと思いま

す。一方、まだまだほっぺを知らない人、

知っていても最初の一歩が踏み出せない人

もたくさんいます。（前から一度来てみたい

とは思っていたのだけれど……いう話はよ

く聞きます）まずはどうやって足を運んで

もらうかをもっともっと考えていかなくて

はならないと思っています。

たくさんの方々のご協力で「出会い ふ

れあい つながる」場となりつつあること

に心から感謝しています。

スタッフ 西田由記子 室井智江子

星由美子 小黒ユリ 大野陽子

今年度より新しいスタッフが入りました。

新しいスタッフに戸惑う子や前年度のスタ

ッフに思いを寄せるお母さんなど、様々な

思いで２８年度の「ま～る」がスタートし

ましたが、私たちスタッフはこれまでの「ま

～る」と変わらず利用してもらえるよう連

携し、笑顔の対応をしていきたいと思って

います。また、今年度は以前より要望のあ

った赤ちゃんの日を毎月３回（１日、１１

日、２２日）に増やしました。多くの家族

の利用を期待しています。

さらに、子ども子育て総合センターの子

育てコンシェルジュ相談日は、まだ開催日

は少ないものの、とても熱心に現在の子育

ての状況についてなど相談する姿が多くみ

られます。子育ての悩みはいつの世の親で

も変わらず、尽きないものだと改めて考え

させられました。女流歌人、河野裕子さん

の作品に

というものがあります。このような幸せを

「ま～る」を利用して帰った日に、すべて

の利用者さんが感じられることを願いスタ

ッフ一同がんばっていきたいと思います。

スタッフ 高根澤明子・沢登順子・後藤晴美・川島貴子・藤田弘子
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27 年度を振り返って 

 

ほっとねっとの会員の皆様の温かいご支

援のおかげで、いよいよファミリーサポート

センター仕上げの年、5 年目を迎えることが

できました。 

この 4 年間、地道に依頼を受けサポートを

続ける中で、サポート会員の誠実なお人柄や

仕事ぶりに、依頼会員とサポート会員の信頼

関係が確実に築かれてきていると感じます。 

サポート依頼については地域差もあり、な

かなかサポートができない会員もいますが、

それでもサポート会員となって地域の子育

てに関心を寄せてくださる方が増えるのは

嬉しいことです。 

 

27 年度は前半のサポート件数がやや少な

めだったのですが、夏に市の子育て応援券

が 2 歳以下の子どもがいる家庭に配付され

たのをきっかけに未就園児の預かりや送迎

の依頼が増えました。後半は定期的な送迎

や預かり依頼もぐっと増えて、今まであまり

動きのなかった備品の乳児用チャイルドシー

トもよく使われるようになり、最終的には

1,279 件の依頼となりました。 

 

たくさんの親子と出会う中で、子どもは大

丈夫だけど親自身が不安なのかな？と思う

事もあります。そんな時は利用会員の話をし

っかり聴くことで、少しでも不安な気持ちが

和らぎ気持ちが整理できるよう利用会員に

寄り添うように心掛けています。 

また、特別支援学級に通っているお子さん

のサポートを利用されていた会員からは「こ

の 3 年間大変助かりました。でも子どもが中

学卒業するとガクッと支援が減ってしまうん

ですよね。」という切実な声を頂きました。 

低所得世帯や一人親など、経済的に厳し

い家庭でもファミサポが利用しやすくなれ

ば、虐待などにつながりかねない芽を早い

うちに.発見できるかもしれないと考え、市に

補助を提言してきましたが、実現には至りま

せんでした。 

ファミサポの枠組みの中では解

決できず、歯がゆい思いをすること

もありますが、小さな声に耳を傾け、

必要な時には行政に伝えたりつな

げたりすることも、私たちの大切な

仕事の一つと思います。 

28 年度も「ファミサポがあって良

かった！」と思ってもらえるよう、ス

タッフ一同力を合わせて頑張ってい

きますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

スタッフ 長瀬美香・佐々木ツヤ子 

磯恵子・安田智子・田仲順子 

 

                        ほっとねっと専用携帯電話が設置さ

れ集団託児等に使っています。お気軽

にご利用ください。 
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